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３
月
20日（

日
）、
南
房
総
市
制
施
行
10周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

「
南
房
総
学
」論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
文
字

「
魅
力
」と「
誇
り
」を
大
字
書
で
表
現
す
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

表
紙
写
真
詳
細
は
3Ｐ

特
集
　
南
房
総
市
制
施
行
10周

年
記
念
式
典

4月
か
ら
市
役
所
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

8月
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
拡
大

健
診（
検
診
）日
程

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
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2 2016年 4月号

特 集

10
年
の
節
目
を
祝
う

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

会場風景

KAORUKOさんの
　　　　　パフォーマンス

　日本を代表するフラワーアー
ティストで南房総市観光大使でも
あるKAORUKOさんによるフラ
ワーアレンジメントのデモンスト
レーション。
　南房総市制施行10周年を記念
し、華やかな作品を披露していた
だきました。

　

３
月
20
日（
日
）、
市
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー

ル
を
会
場
に
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
県
知
事
代
理
の
髙
橋
渡
副
知
事

や
近
隣
市
町
村
長
な
ど
の
来
賓
を
は
じ
め
、
市

関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
ほ
か
、
観
光
大
使
の
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｋ

Ｏ
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、「
南
房
総
学
」論
文
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
式
や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

歌
や
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、「
房
総
の
滝
」

写
真
展
な
ど
多
彩
な
催
し
で
10
年
の
節
目
を

祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
石
井
市
長
は
、「
市
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
と
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か
し
、
市

民
・
企
業
・
教
育
機
関
・
行
政
が
力
を
集
結

し
、
創
造
力
を
持
っ
て
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
財

政
運
営
の
な
か
で
、
行
財
政
改
革
推
進
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
」と
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
次
な
る
挑
戦
へ
の
10
年
間
」と
し
、

「
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
へ
の
対
策
、
産

業
振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
・
子
育
て
の
支
援
、
行
財
政
改
革
の

一
層
の
推
進
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
式
典
を

10
年
間
の
一
区
切
り
と
し
て
、
今
後
も
市
が

輝
か
し
い
歴
史
を
刻
み
続
け
る
た
め
、
市
の

将
来
像
で
あ
る『
ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ら
い　

地
域
で
創
る
魅
力
の
郷　

南
房
総
』の
実
現

に
向
け
て
力
を
尽
く
し
た
い
」と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

式典風景（市長式辞）
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論文コンテスト入賞者のみなさん

「
誇
り
」を
書
い
た
笹
子
美
桜
さ
ん（
嶺
南
中
学
校
３
年
・
左
）と

「
魅
力
」を
書
い
た
福
原
万
葉
さ
ん（
志
学
館
高
等
部
３
年
）

市制施行10周年記念式典特
集 　

「
南
房
総
学
」論
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を

行
い
、
最
優
秀
賞
作
品
を
朗
読
し
、
タ
イ
ト

ル
か
ら
選
ん
だ
文
字
を
大
字
書
で
表
現
す
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の「
南
房
総
学
」論
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
市
教
育
委

員
会
が
市
内
の
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

を
対
象
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
各
学
校
で
取
り
組
む「
南
房
総
学
」で

学
ん
で
き
た
こ
と
を
基
に
、
地
域
に
対
す
る

思
い
や
今
後
の
関
わ
り
方
を
文
章
で
表
す
こ

と
で
愛
着
や
誇
り
を
持
た
せ
よ
う
と
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　式典終了後のアトラクションとして、観光大使
のＤＪ ＫＯＵＳＡＫＵさんの進行により、南総み
よし烈華隊によるよさこいソーラン、地域貢献ア
イドルWHiTE BEACHの新曲「空」の披露や、若
荻会と白浜小児童も参加した「みなたん音頭」の
披露もあり、会場を盛り上げていただきました。

賞 氏　名 学校名 タイトル

最優秀賞 栗山　　剛 南三原小 ぼくの誇り南房総

優 秀 賞 新井野々花 千 倉 小 素晴らしい南房総市

佳　 作 小坂菜々海 三 芳 小 身近な文化財の大切さ

佳　 作 吉田　真菜 白 浜 小 地域の方々に感謝

佳　 作 庄司菜々美 和 田 小 和田の鯨がいつまでもあり
ますように

賞 氏　名 学校名 タイトル

最優秀賞 鈴木　義己 嶺 南 中 南房総の魅力

優 秀 賞 長嶋　佑香 富 山 中 未来へつなぐ笑顔

佳　 作 大沢　　萌 三 芳 中 食から広がる地域の魅力

佳　 作 大谷　一馬 白 浜 中 地域への愛

佳　 作 川田　桜子 嶺 南 中 共に歩く南房総市

観光大使のDJ KOUSAKUさん（写真左）とWHiTE BEACH

歌や踊りのアトラクション

書
道
作
品

中学生の部（３年生）

論文コンテスト表彰者（敬称略）
小学生の部（６年生）

地
域
に
対
す
る
思
い
を
論
文
に
込
め
て
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ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
運
営
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
行
政
組
織
の
一
部
を
変

更
し
ま
し
た
。

■
総
務
部

・ 「
総
務
部
」と「
企
画
部
」を
統
合
し
、「
総
務

課
」「
秘
書
広
報
課
」「
企
画
財
政
課
」「
管
財

契
約
課
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

 「
企
画
財
政
課
」「
管
財
契
約
課
」は
新
設
課

で
す
。
ま
た
、
一
部
の
業
務
を
市
民
生
活

部
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
市
民
生
活
部

・ 

行
政
連
絡
員
等
、
行
政
区
に
関
す
る
事
務

や
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

は
、「
市
民
課
」が
担
当
し
ま
す
。

　

 

な
お
、
各
地
区
の
窓
口
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月から市役所の組織が変わりました

組織体制と各部署の主な業務　　　　※太字は変更する部分です。

 【
主
な
変
更
点
】

部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容 事務室の場所

総　

務　

部

総務課 ３３－１０２１ 情報公開、個人情報保護、行政組織、職員定数、
職員採用 本庁別館１（２階）

秘書広報課 ３３－１００２ 市長・副市長の秘書、儀式・表彰、市長出前講座、広報、
市長への手紙、行政相談 本庁本館（１階）

企画財政課 ３３－１００１ 総合計画、国際交流、過疎計画、行政改革、統計、
交通政策、予算・決算 本庁別館１（２階）

管財契約課 ３３－１０２２ 公有財産の管理、情報化の推進・管理、
公共工事の入札・契約・検査 本庁別館１（１階）

保
健
福
祉
部

社会福祉課 ３６－１１５１
社会福祉、障害者福祉、生活保護、
児童手当、児童扶養手当、子ども医療費、
ひとり親家庭等医療費 三芳分庁

健康支援課 ３６－１１５２ 保健衛生、各種検診、予防接種、高齢者福祉、
介護保険

市
民
生
活
部

市民課 ３３－１０５１

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、人権啓発、 
富浦地域の福祉申請の受付、行政連絡員、
市民との協働によるまちづくりの推進、男女共同参
画、交通災害共済

本庁本館（１階）

富山地域センター ５７－２５１１

各地域の市民との協働によるまちづくりの推進、
戸籍および住民基本台帳に関する事務や各種証明の
交付などの窓口業務、各種申請の受付事務、
本庁との連絡調整

富山地域センター

三芳地域センター ３６－２１１１ 三芳地域センター

白浜地域センター ３８－３１１１ 白浜地域センター

丸山地域センター ４６－３１１１ 丸山地域センター

和田地域センター ４７－３１１１ 和田地域センター

保険年金課 ３３－１０６０ 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金

本庁本館（１階）税務課 ３３－１０２３ 市民税、固定資産税、軽自動車税、諸税、市税の収納、
滞納処分、口座振替、納税証明

消防防災課 ３３－１０５２ 消防、防災、防災行政無線、防犯対策、交通安全
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部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容 事務室の場所

農
林
水
産
部

農林水産課 ３３－１０７１
農水産業・畜産・園芸の振興、林業普及、
有害鳥獣対策、土地改良、農業施設、林道、治山、
漁港

本庁別館２（１階）
地域資源再生室 ３３－１０７３ 地産地消と資源循環による地域資源再生

農業支援室 ２８－４５９５ 農業振興法人に対する支援

商
工
観
光
部

商工課 ３３－１０９２ 商工振興、企業誘致、雇用創出、消費者行政

本庁別館１（２階）
観光プロモーショ
ン課 ３３－１０９１ 観光振興、観光施設などの維持管理、

道の駅などの管理、フィルムコミッション

建
設
環
境
部

建設課 ３３－１１０１ 道路 ･河川の整備、災害復旧

本庁別館２（２階）
管理課 ３３－１１０２ 道路占用 ･境界、建築確認、公営住宅、開発行為、

国土調査

環境保全課 ３３－１０５３
一般廃棄物処理（清掃・し尿）、狂犬病予防、
不法投棄防止、浄化槽設置助成、環境基本計画、
環境啓発

富山国保病院 ５８－０３０１ 内科、外科、呼吸器科、消化器科、肛門科、整形外科、 
リハビリテーション 富山国保病院

水道局 ４４－４６１１ 水道料金、開閉栓、水道に関する届出、メーター交
換、送配水、ダム管理、水質管理、漏水事故 朝夷行政センター

会計課 ３３－１１４１ 出納事務 本庁本館（１階）

教
育
委
員
会

教育総務課 ４６－２９６１ 教育委員会会議、学校給食　　　

丸山分庁（１階）

学校再編整備室 ４６－２９６２ 学校再編、教育委員会所管の施設再編、
教育施設の整備

子ども教育課 ４６－２９６６ 児童・生徒の就学・管理、学習指導、学校運営、保
育所、学童保育、預かり保育、子育て支援センター

生涯学習課 ４６－２９６３ 社会教育の振興、公民館・図書館の管理運営、
スポーツの振興、スポーツ施設の管理運営

議会事務局 ３３－１１１１ 議会運営、請願・陳情の受付、議会だよりの発行 本庁本館（２階）

選挙管理委員会事務局 ３３－１１３１ 選挙の管理執行・啓発、選挙人名簿の調製 本庁別館１（２階）
（ 総 務 課 内 ）

監査委員事務局 ３３－１１２１ 財務状況などの監査 本庁本館（２階）

農業委員会事務局 ３３－１０８１ 農地の権利移動・転用、農地の貸し借り、農業者年金 本庁別館２（１階）

固定資産評価審査委員会
事務局 ３３－１０５１ 固定資産税額に関する不服申し立ての審査 本庁本館（１階）

（ 市 民 課 内 ）

朝夷行政センター ４４－１１１１

地域の市民との協働によるまちづくりの推進、
戸籍および住民基本台帳に関する事務や各種証明の
交付などの窓口業務、各種申請の受付事務、
本庁との連絡調整、船員法関係の市長が行う事務

朝夷行政センター
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【
部
長
職
】

▽
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

川

﨑
浩（
総
務
部
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
）▽
商
工
観
光
部
長　

山
口
幸
弘（
商
工
観
光
部
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
課
長
）▽
建
設
環
境
部
長　

平
栁
勝
彦

（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

▽
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

書
記
長　

朝
倉
和
利（
行
革
財
政
課
長
）▽

秘
書
広
報
課
長　

佐
野
弥
生（
秘
書
広
報
課

課
長
補
佐
）▽
企
画
財
政
課
長　

石
井
喜
弘

（
企
画
部
企
画
政
策
課
長
）▽
企
画
財
政
課

主
幹[

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合]

和
泉
澤
忠
信（
企
画
部
企
画
政
策
課
主
幹[

安

房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合]

）▽
管
財

契
約
課
長　

福
原
正
和（
企
画
部
情
報
推
進

課
長
）

▼
保
健
福
祉
部

▽
健
康
支
援
課
長　

西
田
勝
幸（
教
育
委
員

会
事
務
局
子
ど
も
教
育
課
課
長
補
佐
）

▼
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
富
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長　

山

野
井
和
弘（
市
民
課
富
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
富
山
協
働
推
進

 
職
員
人
事
異
動
（
部
長
・
課
長
職
）

　
　
　

４
月
１
日
付（　

）内
は
異
動
前

室
長
）▽
市
民
課
三
芳
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長

　

斉
藤
和
幸（
市
民
課
三
芳
地
域
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
三
芳
協
働
推

進
室
長
）▽
市
民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー
所

長　

三
嶋
幸
子（
議
会
事
務
局
次
長
）▽
市

民
課
丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長　

相
川
寿

夫（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐
）

▽
市
民
課
和
田
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長　

石

田
靖（
市
民
課
和
田
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

企
画
部
市
民
協
働
課
和
田
協
働
推
進
室
長
）

▽
保
険
年
金
課
長　

庄
司
武
史（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
）▽
税
務

課
長　

青
木
勝
也（
会
計
課
副
主
幹
）▽
消

防
防
災
課
長　

髙
梨
真
一（
農
林
水
産
部
農

林
水
産
課
地
域
資
源
再
生
室
長
）

▼
商
工
観
光
部

▽
商
工
課
長　

内
藤
一
浩（
保
健
福
祉
部
健

康
支
援
課
長
）▽
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

長　

生
稲
昭
男（
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

課
長
補
佐
）

▼
建
設
環
境
部

▽
環
境
保
全
課
長　

川
名
勝
徳（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
室

長
）▽
環
境
保
全
課
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
兼

白
浜
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
田
一
郎（
市

民
生
活
部
市
民
課
丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
丸
山
協
働
推
進

室
長
）▽
環
境
保
全
課
千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー

所
長　

山
口
正
明（
環
境
保
全
課
千
倉
清
掃

セ
ン
タ
ー
兼
白
浜
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

▽
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
副
所
長　

長
谷
川
政
義（
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼

副
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
千
倉
協
働

推
進
室
長
）

▼
水
道
局

▽
局
長　

眞
田
裕
之（
水
道
局
局
長
補
佐
）

▼
会
計
管
理
者

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

小
林
嘉
之

（
市
民
生
活
部
税
務
課
長
）

▼
議
会
事
務
局

▽
次
長　

菰
岡
茂（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
長　

渡
邊
昭
彦（
農
林
水
産
部
農

林
水
産
課
主
幹
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
参
事
兼
子
ど
も
教
育
課
富
浦
子
ど
も
園

長　

渡
邉
均（
千
葉
県
）▽
教
育
総
務
課
学

校
再
編
整
備
室
長　

中
山
泰
広（
企
画
部
情

報
推
進
課
課
長
補
佐
）▽
子
ど
も
教
育
課
主

任
指
導
主
事　

真
木
泉（
千
葉
県
）▽
子
ど

も
教
育
課
千
倉
子
ど
も
園
長　

佐
野
清（
子

ど
も
教
育
課
三
芳
子
ど
も
園
長
）

■
３
月
31
日
付
退
職
者（
部
長
・
課
長
職
）

【
部
長
職
】

▽
加
藤
正
直（
企
画
部
長
）▽
佐
藤
俊
一（
保

健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）▽
加
藤
博

和（
商
工
観
光
部
長
）▽
御
子
神
茂（
建
設
環

境
部
長
）▽
保
田
憲
一（
水
道
局
長
）

【
課
長
職
】

▽
石
井
宏
昌（
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
）▽

御
子
神
善
彦（
企
画
部
市
民
協
働
課
長
）▽

荒
井
ま
さ
江（
市
民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
白
浜
協
働
推

進
室
長
）▽
石
井
克
己（
市
民
生
活
部
保
険

年
金
課
長
）▽
宮
田
勝
巳（
市
民
生
活
部
消

防
防
災
課
長
）▽
山
岸
義
男（
商
工
観
光
部

商
工
課
長
）▽
飯
田
真
巳（
建
設
環
境
部
千

倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
阿
部
良
高（
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）▽
小
池
正
志（
教
育

委
員
会
事
務
局
参
事
）▽
森
田
典
子（
教
育

委
員
会
事
務
局
子
ど
も
教
育
課
主
任
指
導

主
事
）▽
黒
川
健
二（
教
育
委
員
会
事
務
局

子
ど
も
教
育
課
千
倉
子
ど
も
園
長
）
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南
房
総
市
で
は
０
歳
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

の
８
月
１
日
診
療
分
か
ら
、
通
院
・
調
剤
に

か
か
る
医
療
費
の
助
成
対
象
が
、
今
ま
で
の

小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。（
受
給
券
は
全
て
白

色
に
な
り
ま
す
）

《
受
給
券
の
更
新
》

　

新
し
い
受
給
券
は
７
月
下
旬
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
既
に
受
給
券
を
お
持
ち
の
お
子

さ
ん
は
、
受
給
資
格
等
を
決
定
し
た
後
、

助
成
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
受
給
券
が
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
中
の
所
得
額
が
、
下

表
の「
所
得
制
限
限
度
額
」を
超
過
す
る
人

は
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
の
受
給
券
が

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
※
今
後
、
所
得
制
限
限
度
額
超
過
に
よ
り

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
、
所
得
制
限

内
と
な
り
、
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
に
は
、
改
め
て
受
給
資
格
の
登
録

申
請
が
必
要
で
す
）

　

な
お
、
受
給
券
交
付
後
に
、
所
得
額
や

市
民
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
受

給
資
格
や
自
己
負
担
額
が
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

未
申
告
者
に
つ
い
て
は
、
申
告
後
の
交
付

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大（
通
院
・
調
剤
）

医療費助成

《
受
給
券
を
お
持
ち
で
な
い
人
》

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
現
在
助
成
を
受
け

て
い
な
い
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

　
　

☎
36
―
１
１
５
３

● 

基
本
的
に
所
得
額
で
助
成
対
象
か
ど
う

か
を
判
断
し
ま
す
。
収
入
額
は
目
安
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

扶
養
人
数
が
５
人
を
超
え
る
場
合
は
、

１
人
増
え
る
ご
と
に
38
万
円
ず
つ
加
算

し
て
く
だ
さ
い
。

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 収入額の目安（万円）

0人 622.0 833.3

1人 660.0 875.6

2人 698.0 917.8

3人 736.0 960.0

4人 774.0 1002.1

5人 812.0 1042.1

【所得制限限度額表】
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農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

平
成
28
年
千
葉
県

体
育
功
労
者
等
顕
彰
式

　

東
安
房
漁
協
ち
く
ら
女
性
部（
山
本
和
子

代
表
）が
、
３
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全

国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
の
第
21
回

全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
に
お

い
て
発
表
し
た
活
動
内
容
が
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
『「
ち
く
ら
」で
役
立
つ
女
性
部
活
動
の
た

め
に
』と
題
し
て
、
昭
和
30
年
頃
、
千
倉
町

内
の
各
漁
協
に
お
い
て
婦
人
部
と
し
て
発
足

さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
女
性
部
活
動
を
紹
介
し
、「
魚
の
お
い
し
さ

と
千
倉
の
魅
力
を
広
く
伝
え
た
い
」と
い
う

思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
活
動
目
標
と
し
て
、
漁
家

の
お
か
あ
さ
ん
レ
ス
ト
ラ
ン
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
新
た
な
夢
を
熱
く
語
り
、
見
事
大

臣
賞
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
代
表
者
39
人

が
集
ま
り
、
５
分
科
会
に
分
か
れ
て
発
表
。

山
本
さ
ん
は
、
第
４
分
科
会　

地
域
活
性

化
部
門
に
て
千
葉
県
を
代
表
と
し
て
発
表

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
千
葉
県
は
３
年
連
続
で
大
臣
賞

受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

２
月
15
日（
月
）、
田
村
榮
さ
ん（
三
芳
地

区
）は
、
千
葉
県
庁
で「
地
方
体
育
振
興
功
労

者
」と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
田
村
さ
ん

は
、
23
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
お
よ
び

強
化
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
14
年
か
ら
安
房
郡

体
育
協
会
・
南
房
総
市
体
育
協
会
理
事
長
、

平
成
20
年
か
ら
は
南
房
総
市
体
育
協
会
副
会

長
と
し
て
、
組
織
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
受
賞
を
市
長
に
報
告
し
、「
長

年
支
え
て
頂
い
た
関
係
者
の
支
援
が
あ
っ
て

の
こ
と
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
、
地

域
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
道
路

建
設
業
協
会
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業

協
会（
道
建
協
）関
東
支
部
よ
り
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）２
基
、

小
型
発
電
機
２
基
が
寄
贈
さ
れ
、「
道

の
駅
と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
」と「
道

の
駅
お
お
つ
の
里
花
倶
楽
部
」に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

道
建
協
は
、
道
路
整
備
に
関
す
る

こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
お
り
、「
少

し
で
も
道
路
利
用
者
の
安
心
感
の
醸

成
に
役
立
て
ば
」と
、
現
在
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
社
会
・
環
境
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

活動発表のようす

東安房漁協ちくら女性部のみなさん

石井市長（左）と田村榮さん
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主
な
事
業
内
容

　

フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
の
機
能
を
活
か
し

つ
つ
、
旧
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
簡
易
宿

泊
施
設
に
改
修
し
、
ダ
ン
ス
合
宿
が
可
能

な
施
設
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
共
同
実
施
者
で
あ
る
Ｄ
Ｊ

Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
氏
に
よ
り
、
屋
外
部
分

を
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
（
※
）の
基
地
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
改
修
を
行
い
、
合
宿
機
能

に
つ
い
て
は
７
月
、
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
に
つ

い
て
は
９
月
ご
ろ
か
ら
事
業
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

借
受
人　

株
式
会
社
Ｒ
．ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

代
表
取
締
役　

丹
埜　

倫

貸
借
物
件

・
土
地　

　

 

南
房
総
市
白
浜
町
滝
口
６
７
６
７
番
地

１
外
17
筆

　

１
０
４
４
０
・
１
３
㎡

・
建
物

　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

　

 

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

２
階
建

　

２
９
８
７
・
６
㎡

　

旧
白
浜
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

２
階
建

　

１
４
３
７
・
４
６
㎡

　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
パ
ー
ク
休
憩
所

　

鉄
骨
造　

２
階
建

　

１
３
６
・
４
２
㎡

　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
と
旧
白
浜
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
８
月
か
ら
、
広
く
民
間
か
ら
利
活
用
方

策
を
公
募
し
、
平
成
27
年
４
月
に
は
南
房

総
市
公
有
財
産
活
用
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
株
式
会
社
Ｒ
．ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
に
よ

る
提
案
が
採
択
さ
れ
た
の
ち
、
平
成
28
年

２
月
25
日
に
土
地
建
物
使
用
貸
借
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
を
活
用

す
る
事
業
者
と
土
地
建
物
使

用
貸
借
契
約
を
締
結

左から株式会社 R.project　田中マネージャー、
丹埜代表取締役、石井市長、DJ　KOUSAKU氏

　

老
朽
化
に
伴
い
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
２
台
を
購
入
し
、
第
３
支
団
第

２
分
団
と
、
第
４
支
団
第
３
分
団
に

貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
新
さ
れ
た
車
両
２
台
は
同
型
で
、

日
野
自
動
車
の
シ
ャ
ー
シ
を
も
と
に

Ｇ
Ｍ
い
ち
は
ら
工
業
が
製
造
し
た
Ｃ

Ｄ
―
１
型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
、

長
距
離
放
水
に
優
れ
た
ポ
ン
プ
を
搭

載
し
て
い
ま
す
。

貸
借
期
間　

平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
平

成
32
年
９
月
30
日
ま
で

賃
借
料
の
額　

無
償

フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
の
一
般
利
用
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ル
が
空
い
て
い
る
場
合
は
、
一
般
利

用
も
可
能
で
す
。
な
お
、
一
般
利
用
は
７
月

４
日
か
ら
、
利
用
の
受
付
は
６
月
４
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。
施
設
利
用
料
金
に
つ
い

て
は
、
株
式
会
社
Ｒ
．
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

施
設
利
用
問
合
せ
先

㈱
Ｒ
．
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

大
崎
予
約
セ
ン

タ
ー　

☎
０
３
―
３
４
９
０
―
９
６
１
１

http://rprojectjapan.com
/contact.

htm
l

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

※
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
と
は

　

 　

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

の
一
種
で
、
医
療･

教
育

･

ス
ポ
ー
ツ
等
の
多
面

的
な
要
素
を
併
せ
持
っ

て
い
ま
す
。
欧
米
で
は

乗
馬
療
法
と
し
て
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら

長
い
歴
史
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

生
涯
学
習
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
３

消
防
ポ
ン
プ
車
２
台
購
入

消
防
活
動
の

向
上
に
む
け
て

第３支団第２分団に貸与された車両（左）と、
第４支団第３分団に貸与された車両
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「在宅介護支援センター」高齢者やその家族の
身近な相談窓口

　在宅介護支援センターは、在宅で生活する高齢者やその家族の身近な相談支援窓口として、市内６カ所に
設置されています。介護・医療・福祉などさまざまな相談を受け、高齢者が適切なサービスを利用できるよう
に支援します。

【在宅介護支援センターの役割】

①在宅介護支援センター伏姫の郷

②三芳在宅介護支援センター
　三芳ケアステーション

⑤おもいやりの郷
　在宅介護支援センター

⑦内房高齢者相談センター
⑧外房高齢者相談センター

④千倉町在宅介護支援センター
　晴耕苑

⑥在宅介護支援センター花の里
③千倉町在宅介護支援センター
　千倉苑

○ 高齢者やその家族が抱える介護・医療・福
祉などの相談について対応します。電話・来
所・訪問による相談ができます。

ご相談ください

○ 地域に出て介護予防・認知症予防を広めます。

地域の人と連携します

○介護・医療などが必要な高齢者を支援します。

みなさんに適した支援をします
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「高齢者相談センター」高齢者が安心して地域で
暮らすために支援する
～地域包括支援センターは「高齢者相談センター」に名称変更します。～

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者を介護・福祉・医療など様々な面から総合的に支えていくた
めに、内房・外房に１カ所ずつ設置されています。
　４月１日から、名称を「高齢者相談センター」に変更して、高齢者がいつまでも健やかに住み慣れた地域で生
活していけるよう支援します。

【高齢者相談センターの役割】

○ 高齢者虐待の防止・早期発見、成年後見制
度の紹介、消費者被害に関する対応をしま
す。

みなさんの権利を守ります
○ 高齢者やその家族が抱える介護・医療・福
祉などの相談について対応します。電話・来
所・訪問による相談ができます。

ご相談ください

○ 要支援１・２と認定された方のケアプランを
作成し、サービスの調整をします。
○ 要支援・要介護になるおそれがある方へ介護
予防の支援をおこないます。

介護予防を支援します

○ 介護サービスを受けている方に適切なサービ
スが提供されるようケアマネージャーへ助言・
支援をします。
○ 介護・医療・福祉など様々な関係機関と連携
します。

暮らしやすい地域づくりを支援します

番号 地区 名称 住所 電話

① 富山 在宅介護支援センター　伏姫の郷 南房総市平久里下字宮崎 1129-2 ５８－２０１６

② 三芳 三芳在宅介護支援センター　三芳ケアステーション 南房総市谷向 165-1 ３６－４５２０

③ 千倉 千倉町在宅介護支援センター　千倉苑 南房総市千倉町瀬戸字浜田 2712-24 ４０－１８１１

④ 千倉 千倉町在宅介護支援センター　晴耕苑 南房総市千倉町忽戸 692-1 ４０－１３６６

⑤ 白浜 おもいやりの郷　在宅介護支援センター 南房総市白浜町滝口 7216-8 ３０－５３６０

⑥ 和田 在宅介護支援センター　花の里 南房総市和田町松田 808 ４７－５１９４

番号 地区 名称 住所 電話

⑦ 内房 ( 富浦・富山・三芳 ) 内房高齢者相談センター 南房総市富浦町深名 1170-1 ２０－４５００

⑧ 外房 ( 白浜・千倉・丸山・和田 ) 外房高齢者相談センター 南房総市千倉町平舘686-1 ４０－１２７７

＜在宅介護支援センター＞

＜高齢者相談センター＞

※富浦地区は⑦内房高齢者相談センター、丸山地区は⑧外房高齢者相談センターが相談窓口となります。
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【今月の環境標語】

平成 27年度環境標語コンテスト　優秀賞
嶺南中学校２年　岩波　洋介 さんの作品

　南房総市では、平成19年度から毎年、外部講師を招いて市民
環境学習会を開催しています。
　平成27年度は平成28年2月６日(土)に実施しました。
　より良い学習会の開催に向け、参加者にアンケートを実施しま
した。

平成 27年度市民環境学習会アンケート集計結果報告

調査対象　平成27年度市民環境学習会参加者25人
調査方法　学習会終了後に記入
実 施 日　平成28年2月6日(土)
回 答 数　23人（92％） 今年度の市民環境学習会の様子

総合評価
【良かった点】
・ 講師の方の話しが分かりやすく、ためになりました。
・広い視野で知らなかった知識を得られました。　など

【悪かった点】
　・ もう少し詳しく知りたかった。　など

今後の環境学習会で取り上げてほしいテーマ
・化石燃料を使うことをいかにしてやめていくか。
・地球温暖化による海の環境変化の改善について。
・ ごみ問題。河川、海の汚染と有害物質の相関関係な
ど、具体的な問題に踏み込んで調べてください。
・生物多様性について。　など

ご意見・ご要望
・ CO2削減について自治体を中心にPR推進し
たい。
・各地区に猫の集団。何とかならないか。
・ 里山で竹が増えている。その対策を聞く場
があれば。
・ 市内各地区で自然整備しているところの利
用を行政でもっと「宣伝」しては。　など

・男性が7割以上

男性
女性
7人
（30％）

男性
16人
（70％）

女性

ホームページ

0人 2人 4人 6人 8人 10人12人 14人

広報紙

新聞

市からの文書

知人の紹介

その他

無回答

0人（0％）0人（0％）

6人（26％）6人（26％）

2人（9％）2人（9％）

2人（9％）2人（9％）

12人（52％）12人（52％）

・『広報紙」が半数以上

4人（17％）4人（17％）

4人（17％）4人（17％）

10代

0人 2人 4人 6人 8人

20代
30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

0人（0％）0人（0％）

1人（4％）1人（4％）

6人（26％）6人（26％）

1人（4％）1人（4％）

2人（9％）2人（9％）

3人（13％）3人（13％）

3人（13％）3人（13％）

7人（31％）7人（31％）

・60代以上が半数以上

・「わかりやすい」が７割以上

とても
わかりやすい
　32％

とても
わかりやすい
　32％

わりとわかりやすい
　40％

わりとわかりやすい
　40％

ちょっと
わかりづらい
　12％

ちょっと
わかりづらい
　12％

無回答
16％

0人 5人 10人 15人

富浦地区

富山地区

三芳地区
白浜地区

千倉地区

丸山地区

和田地区

市外

2人（9％）2人（9％）

2人（9％）2人（9％）

4人（18％）4人（18％）

11人（48％）11人（48％）

1人（4％）1人（4％）

1人（4％）1人（4％）

1人（4％）1人（4％）

1人（4％）1人（4％）

・千倉地区が約半数

・「役立つ」が7割以上

とても
役立つ
　23％

とても
役立つ
　23％

わりと役立つ
　54％

わりと役立つ
　54％

あまり
役立たない
　8％

あまり
役立たない
　8％

無回答
15％

性　別 年　齢 お住まいの地区

学習内容のお役立ち度講師の説明のわかりやすさ学習会を知ったきっかけ
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平成28年度
健診（検診）日程

フレッシュ健診
特定健康診査 後期高齢者健康診査 胃がん検診 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 肺がん検診

結核検診

対象者
２０歳から７４歳
までの南房総市国
民健康保険加入者

後期高齢者医療
制度加入者

４０歳以上の
男女

５０歳以上の
男性

過去に市の検診で
受けたことがない
４０歳以上の男女

４０歳以上の
男女・65歳
以上の男女

料　金 ６００円 無料 １，０００円 ４００円 ５００円 無料
富　浦 とみうら元気倶楽部 ８／３１（水）・９／１（木）・２（金）
富　山 富山ふれあいスポーツセンター ９／２７（火）・２８（水）・２９（木）
三　芳 三芳保健福祉センター １０／１１（火）・１２（水）・１３（木）・１４（金）・１６（日）
白　浜 白浜コミュニティセンター ９／６（火）・７（水）・８（木）・９（金）
千　倉 千倉保健センター ８／２３（火）・２４（水）・２５（木）・２６（金）・２７（土）・２９（月）
丸　山 丸山体育館 １０／４（火）・５（水）・６（木）
和　田 和田地域福祉センターやすらぎ ９／１３（火）・１４（水）・１５（木）

大腸がん検診 骨粗しょう症検診 子宮頸がん検診 乳がん検診 成人歯科
検診車（集団）検診 施設検診 エコー マンモグラフィ

対象者 ４０歳以上の
男女

35･40･45・50・
55・60・65・70
歳の女性

２０歳以上の女性 ３０～4９歳
までの女性

5０歳以上
の女性

４０・５０・
６０・７０歳
の男女

料　金 ３００円 ３００円

頸部のみ
８００円

頸部のみ
１，４００円 ７００円 ９００円 ８００円

頸体部
１，５００円

頸体部
２，５００円

富　浦 ７／　４（月）
　　　５（火） 大

腸
が
ん
検
診
の
容
器
回
収
会
場
を
数
か
所
に
設
置
し
ま
す

とみうら元気倶楽部 事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

１０／２７（木）
午前

６／３０（木）
午前

富　山 ６／　９（木）
　　１３（月）

富山ふれあいスポーツセンター
１０／２７（木）

午後
６／２１（火）
午後

三　芳 ７／　６（水）
　　　７（木）

三芳保健福祉センター
１０／２８（金）

午前
６／２１（火）
午前

白　浜 ６／１４（火）
　　１５（水）

白浜コミュニティセンター ・
青
木
医
院　
　
　

  

・
貴
家
医
院

・
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
清
川
医
院

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院

・
亀
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山

・
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

１０／２８（金）
午後

６／２９（水）
午後

千　倉
６／　６（月）
　　　７（火）
　　　８（水）

千倉保健センター
１１／１（火）
午前・午後

６／２９（水）
午前

丸　山 ６／２３（木）
　　２７（月）

丸山体育館
１１／２（水）
午前

６／２４（金）
午前

和　田 ６／２０（月）
　　２２（水）

和田地域福祉センターやすらぎ 6/1（水）
～

2/28（火）
6/1（水）～1/31（火）

11/1（火）
～

12/28（水）
１１／２（水）
午後

６／２４（金）
午後

総合検診（集団検診）

各種検診

※結核・肺がん検診は、検診車が地区内の集会場などを回ります。
※ フレッシュ健診・特定健康診査および後期高齢者健康診査は施設健診も実施します。

１　年齢は、平成２9年３月３１日時点の年齢です。
２　既に検診の登録をしている人には、検診時期が近くなりましたら検診案内（受診票など）を送ります。
３　乳がん検診、子宮頸

けい

がん検診（施設）は、医療機関によって検診期間が変更になる場合があります。
４　次の人は健康支援課に連絡してください。
　　（１）がん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診を希望する人で、登録申し込みをしていない人。
　　（２） 子宮頸

けい

がん・乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮頸
けい

がん検診の車（集団）検診と施設検診を変更したい人。
　　（３）生活保護を受給している４０歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人。
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予防接種で病気を防ごう
平成28年度　子どもの定期予防接種

　予防接種は、感染症の原因となるウイルスや細菌、または菌が作り出す毒
素の力を弱めた「ワクチン」を接種して、その病気に対する抵抗力を高める
ための予防手段です。
　病気の流行を防ぐ
予防接種を受けることで、病気にかかることを防ぐだけではなく、周囲の人
への次の感染を防ぎ、その病気が流行することを防ぐことにもつながります。

０歳で受けましょう

１歳になったら受けましょう

入学するまでに受けましょう

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

ヒブ
(※１） ３回 初回：27日～ 56日の間隔で３回 生後２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌
(※１） ３回 初回：27日以上の間隔で３回 生後２か月～５歳未満

四種混合（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ） (※２） ３回 初回：20日～ 56日の間隔で３回 生後３か月～

７歳６か月未満

ＢＣＧ １回 ５か月～８か月未満 １歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

麻しん風しん混合　１期 １回 １歳になったら早めに １歳～２歳未満

ヒブ
(※１） １回 　　追加：初回３回目終了後、

　　　　　７～ 13か月の間に１回 生後２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌
(※１） １回

　　追加：初回３回目終了後、
　　　　　60日以上かつ
　　　　　１歳以上に１回

生後２か月～５歳未満

四種混合(ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ)  (※２） １回 　　追加：初回３回目終了後、

　　　　　１年～１年半の間に１回
生後３か月～
７歳６か月未満

水痘 ２回
　 初回：１歳～１歳３か月に１回
　 追加：初回終了後、
　　　　 ６か月～１年の間に１回

１歳～３歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎　１期 ３回

初回： ３歳になったら６日～ 28日の 
　　　間隔で２回
追加： 初回２回目終了後、概ね１年
　　　後に１回

生後６か月～
７歳６か月未満

麻しん風しん混合　２期 １回 ４月から６月 小学校就学前１年間
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小学生で受けましょう

その他

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎　２期 １回 ９歳 ９歳～ 13歳未満

二種混合（ジフテリア・破傷風）
２期 １回 小学６年生 11歳～ 13歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎
特例対象者
(※３）

１期：３回
２期：１回

＜１期＞
初回： ６日～ 28日の間隔で２回
追加： 初回２回目終了後、概ね１年

後に１回
＜２期＞
１期追加終了後、概ね５年後

20歳未満

子宮頸がん予防 ３回 現在、積極的勧奨を差し控えていま
す。

小学６年生～高校１年生
相当の女子

（※１）開始する月齢により接種回数は変わります。
（※２）三種混合で接種を勧めている人で、４回接種していない人は、健康支援課まで連絡してくだ

さい。四種混合の予診票を送付します。
　　　三種混合が終了していて、ポリオが終了していない方は早めにポリオを接種しましょう。
（※３）平成17年度から平成21年度にかけて、積極的勧奨が差し控えられていましたが、その後、新

たなワクチンが開発され、接種を受ける機会を逃した人（平成８年４月２日～平成19年４月
１日生まれ）を特例対象者として、20歳未満までは無料で接種を受けられます。“全４回の接
種”を途中までしか受けていない場合は、不足分の予防接種ができますので、希望者は健康
支援課まで連絡してください。

【予防接種を受ける前に知っておいてほしいこと】
　１　「予防接種対象年齢にあるか」「接種間隔は大丈夫か」自分でも確認をしましょう。
　２　予約をして、体調がよいときに接種しましょう。南房総市の予診票と母子健康手帳を持参しま

しょう。（母子健康手帳の「予防接種の記録」は唯一の証明になるので大切に保管しましょう。）
　３　里帰りや療養等で市外の医療機関（千葉県内定期予防接種の相互乗り入れ事業以外）で予防接種を

希望する場合は、事前に健康支援課へ連絡してください。依頼書を医療機
関へ送付します。

　４　長期にわたる疾患で定期接種を受けられなかった場合、接種対象年齢を過
ぎても定期接種が実施できるようになりました。詳しくは健康支援課まで
問い合わせてください。

　５　定期接種によって重篤な健康被害が生じた場合は、予防接種法に基づく補
償を受けることができます。また、任意接種による場合は、独立行政法人
医薬品医療機器総合機構法により受けることができます。詳しくは予防接
種を受けた医師または健康支援課へ相談してください。

平成8年４月２日～平成１９年４月１日生まれ

予防接種の標準的な接種間隔を逃してしまい、どうしたらよいかわからない人や、予診票が
ない人などは健康支援課まで連絡してください。

  健康支援課　保健予防係　☎36－1152
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　前回は、市営水道の厳しい経営状況について説明しましたが、市営水道がこれまで実施した経
営改善の主な取組みは以下のとおりです。

◎人件費の削減要因
　・組織再編による効率化
　・検針・収納等業務の民間委託

合併当初と比較して、約5,752万円の人件費を削減しています。

　平成21年10月より検針業務を民間事業者に委託し、さらなる業務の効率化を目的として、平成23年8月よ
り水道料金収納業務も委託しました。その結果、水道料金の収納率は年々上昇しています。

　平成28年度より、南房総市水道事業経営審議会を設置し、市長の諮問に応じて水道事業の経営に関する
事項を外部委員により調査審議を行うこととしています。

　公的資金補償金免除繰上償還とは、公的資金※1の繰上償還※2の際に補償金（利息相当分）が免除される国
の特例制度です。
　市営水道は、２年間で約2億8,692万円の繰上償還を行い、約7,117万円の利息を軽減できました。
※１ 地方公営企業などが事業を実施するにあたり、国などから借り入れた資金
※２ 公的資金を当初の返済計画から前倒しで返済すること。

紅葉橋水管橋（富山地区山田）

すいどうだより
No.7

 水道局　☎ 44－4611

職員数の削減による人件費の削減

検針・収納等業務の民間委託による水道料金収納率の向上

公的資金補償金免除繰上償還による企業債利息の軽減

南房総市水道事業経営審議会の設置

年度 Ｈ18 Ｈ26 増減
（H18→H26）

 職員数 （人） 26 21 △ 5 

 人件費 （千円） 238,517 181,001 △ 57,516 

年度 Ｈ23 Ｈ24 計

繰上償還額 （千円） 259,211 27,702 286,913 

利息軽減額 （千円） 66,917 4,253 71,170 

年度 H22 H23 H24 Ｈ25 H26

収納率(%) 89.7% 90.6% 92.5% 93.0% 94.4%

職員数と人件費推移

年度別水道料金収納率の推移

公的資金補償金免除繰上償還実績
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給
付
事
業

３
億
４
５
８
４
万
７
千
円

・ 

道
路
維
持
事
業（
法
面
修
繕
工
事
）

７
０
０
０
万
円

　

そ
の
ほ
か
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
や
基
金
積
立
の
減
額
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※ 

こ
れ
ら
の
予
算
は
、
28
年
度
に
繰
越
さ

れ
、
事
業
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

企
画
財
政
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
１

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、

２
１
７
億
９
１
８
９
万
円
で
す
。

　

主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
発
行

予
定
の「
こ
と
し
の
予
算
」に
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増

収
分
に
つ
い
て
は
、
市
へ
社
会
保
障
財
源
化

分
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
、
そ
の
全
額
は

社
会
福
祉
、
社
会
保
険
、
保
健
衛
生
な
ど

の
社
会
保
障
費
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

企
画
財
政
課　

　
　

☎
33
―
１
０
０
１

　南房総の青くきれいな海や川の水質汚濁を防ぐため、単独処理浄化槽または汲み取り便所から
合併処理浄化槽に付け替える人に設置費用の一部を補助します。
●補助対象者
　・市内に居住または、補助事業の完了後1年以内に居住しようとする人
　※ 市民税などの滞納がある人、別荘として利用する人、または補助金の交付決定通知を受ける
前に工事に着手した人などは、補助金の交付
対象にはなりません。

●補助対象建物
・ 住宅
　 （店舗などと併用する場合は、処理対象人員が10
人以下のもの）
●補助金額
　12万円
　（※ただし、予算がなくなり次第、終了します。）
●申請期限
　平成29年1月31日（火）
◎詳しいことについては、
　環境保全課（☎３３－１０５３）
　または市のホームページをご覧ください。

合併処理浄化槽の設置費用を補助します

合併処理浄化槽とは
　し尿と生活雑排水（台所・風呂・洗濯な
どに使用した水）をまとめて処理する浄化
槽です。（下図参照）

　

補
正
予
算
第
７
号
・
第
８
号
・
第
９
号

が
、
議
会
３
月
定
例
会
で
承
認
お
よ
び
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、
２
４
２
億

２
１
４
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

第
７
号（
４
９
５
３
万
６
千
円
）

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

４
９
５
３
万
６
千
円

第
８
号（
３
億
７
０
８
７
万
円
）

・
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

２
３
９
７
万
４
千
円

・ 

新
し
尿
処
理
施
設
候
補
地
選
定
業
務
委

託
料　
　
　
　
　
　

１
０
５
８
万
４
千
円

　

そ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
会
計
へ
の
繰
出

金
の
追
加
、
基
金
へ
の
積
立
の
追
加
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

第
９
号（
４
億
４
５
２
４
万
５
千
円
）

　

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
追
加
事
業（
一
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
緊
急
に
実

施
す
べ
き
対
策
）な
ど

・
総
合
戦
略
関
連
事
業

５
８
３
１
万
６
千
円

・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
運
営
事
業

（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
）

４
０
３
４
万
９
千
円

・ 

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
・
第
８
号
・
第
９
号
）が

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
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※ 

堆
肥
利
用
促
進
費
補
助
の
申
請
要
件
が

変
わ
り
ま
す（
平
成
28
年
４
月
か
ら
）

　

畜
産
農
家
が
生
産
す
る
家
畜
ふ
ん
堆
肥

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
化
学
肥
料
や
農
薬

の
使
用
回
数
を
減
ら
し
た
安
全
・
安
心
な

農
産
物
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
、
市
が
認

め
た
生
産
者
の
堆
肥
を
購
入
し
使
用
す
る

場
合
、
堆
肥
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
支
援

し
ま
す
。

【
内
容
】

　

土
壌
診
断
を
実
施
し
た
農
地
に
使
用
す

る
堆
肥
の
購
入
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

　

堆
肥
を
購
入
す
る
事
前
に
堆
肥
使
用
農

地
全
て
の
土
壌
診
断
を
実
施
し
、
申
請
時

に
当
該
土
壌
診
断
結
果
の
写
し（
堆
肥
購
入

前
３
ヶ
月
以
内
の
も
の
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

【
対
象
に
な
る
堆
肥
】

　

肥
料
取
締
法
に
基
づ
く
生
産
業
者
と
販

売
業
務
の
届
け
出
を
し
て
い
る
、
市
が
認

め
た
堆
肥
生
産
者
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

堆
肥
は
生
産
者
か
ら
直
接
購
入
す
る
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
で
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※ 

１
圃
場
に
つ
き
、
１
年
度
に
２
回
ま
で

申
請
可
能
で
す
。

　

市
内
で
産
出
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の
利

用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
商

品
開
発
や
売
買
契
約
に
よ
る
農
産
物
の
栽

培
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

【
内
容
】

　

市
内
産
農
林
水
産
物
を
主
た
る
原
材
料

と
し
て
使
用
し
、
農
林
漁
業
者
と
加
工
ま

た
は
販
売
を
行
う
事
業
者
が
連
携
し
て
商

品
開
発
を
行
う
事
業
ま
た
は
、
農
林
漁
業

者
自
身
が
加
工
お
よ
び
販
売
を
行
う
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
費
20
万
円
以
上
の
事
業

に
つ
き
、
定
額
20
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

農
業
者
が
加
工
ま
た
は
販
売
を
行
う
事

業
者
と
１
年
間
以
上
の
農
産
物
の
売
買
契

約
を
締
結
し
、
当
該
農
産
物
１
品
目
当
た

り
10
ａ
以
上
の
栽
培
を
行
う
事
業
に
つ
い

て
助
成
し
ま
す
。
既
に
栽
培
を
行
っ
て
い

る
場
合
に
お
い
て
は
、
栽
培
面
積
が
10
ａ

以
上
増
加
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

① 

既
存
栽
培
農
産
物
の
増
加（
10
ａ
当
た
り
）

■ 

施
設
栽
培
…
13
万
円
ま
た
は
補
助
対
象

経
費
の
３
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低

い
額

■ 

露
地
栽
培
…
４
万
円
ま
た
は
補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

②
新
規
栽
培
農
産
物（
10
ａ
当
た
り
）

■ 

施
設
栽
培
…
20
万
円
ま
た
は
補
助
対
象
経

費
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

■ 

露
地
栽
培
…
６
万
円
ま
た
は
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低

い
額
を
助
成
し
ま
す
。

※ 

１
補
助
対
象
者
に
つ
き
、
１
年
度
に
２

品
目
ま
で
申
請
可
能
で
す
。

【
対
象
】

　

南
房
総
産
ビ
ジ
ネ
ス
倶
楽
部
会
員

　

市
民
、
代
表
者
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

団
体
ま
た
は
所
在
地
が
市
内
に
あ
る
法
人

　

認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
就
農
者

※ 

契
約
の
相
手
方
は
、
農
業
協
同
組
合
お

よ
び
農
産
物
等
直
売
所
運
営
団
体
を
除

き
ま
す
。

　

施
設
園
芸
の
暖
房
用
に
、
薪
等
を
使
用

す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
を
導
入
し
、

市
内
の
森
林
資
源
の
有
効
利
用
と
化
石
燃

料
使
用
の
削
減
に
取
組
む
施
設
園
芸
農
家

を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
市
内
で

施
設
園
芸
を
行
う
人

【
補
助
対
象
暖
房
機
】

　

薪
な
ど
の
木
材
を
燃
料
に
使
用
す
る
設

計
お
よ
び
仕
様
で
あ
る
施
設
園
芸
用
の
暖

房
器
具

【
補
助
対
象
経
費
】

①
暖
房
機
の
購
入
費（
付
属
部
品
含
む
）

② 

煙
突
お
よ
び
保
温
カ
ー
テ
ン
、
循
環
扇

そ
の
他
の
附
帯
設
備
の
購
入
費

③
①
お
よ
び
②
の
設
置
工
事
費

【
補
助
額
】

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
ま
た

は
20
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

※ 

１
申
請
者
に
つ
き
、
２
台
ま
で
申
請
可

能
で
す
。

※
建
築
廃
材
の
使
用
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

認
定
農
業
者
の
方
は
、
千
葉
県
の｢

園
芸

施
設
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
事
業｣

を
併

用
す
る
こ
と
で
、
補
助
額
の
上
乗
せ
を

受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
農
林
水
産
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
林
水
産
課　

☎
33
―
１
０
７
３

商
品
開
発
や
契
約
栽
培
を
行
う

農
業
者
な
ど
を
支
援
し
ま
す

家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
購
入
す

る
農
業
者
を
支
援
し
ま
す

施
設
園
芸
用
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
暖
房
機
設
置
費
な
ど

を
支
援
し
ま
す

商
品
開
発

共
通
要
件

商
品
開
発

生
産
確
立（
契
約
栽
培
）

生
産
確
立（
契
約
栽
培
）
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新
分
野
へ
の
参
入
や
起
業
に
伴
う
設
備

投
資
・
雇
用
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
者
が
行
う
新
た
な
事
業
等
を

支
援
す
る
た
め
、
市
が
認
定
し
た
事
業
の

設
備
費
と
、
新
た
な
雇
用
者（
市
民
に
限

る
）に
係
る
経
費
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。　
　

受
付
期
間　

５
月
16
日（
月
）か
ら

５
月
31
日（
火
）ま
で

対
象
者　

市
内
に
本
店
が
あ
り
、
継
続
的

に
市
内
で
事
業
活
動
を
行
う
、
法
人
格
を

持
っ
た
中
小
企
業
者
な
ど
。

設
備
費
補
助

対
象
事
業

①
新
分
野
参
入
支
援
事
業

　

現
在
の
活
動
と
形
態
が
異
な
っ
た
分
野

に
進
出
ま
た
は
転
換
す
る
も
の

②
起
業
家
支
援
事
業

　

新
た
な
法
人
を
設
立
し
、
事
業
を
展
開

し
て
い
く
も
の

③
農
商
工
連
携
支
援
事
業

　

市
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
、
事
業

を
展
開
し
て
い
く
も
の

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内（
建

物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
に
か
か
っ
た

中
小
企
業
新
事
業
及
び

雇
用
創
出
支
援
事
業　

経
費
の
10
分
の
１
が
補
助
対
象
経
費
）。

補
助
限
度
額　

５
０
０
万
円

　

補
助
対
象
経
費
２
０
０
万
円
以
上（
補
助

金
額
60
万
円
以
上
）の
事
業
が
該
当
に
な
り

ま
す
。
複
数
年
計
画
の
設
備
導
入
は
、
初

年
度
の
み
補
助
対
象
で
す
。

④
情
報
通
信
関
連
事
業
者
支
援
事
業

　

情
報
関
連
事
業
者
が
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
も
の
。
補
助
率
、
補
助
限
度
額
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
補
助

　

設
備
整
備
完
了
後
、
市
民
の
雇
用
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

設
備
費
の
補
助
金
額
に
よ
り
、
補
助
対

象
に
な
る
雇
用
者
の
人
数
が
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

① 

新
規
雇
用
の
補
助
金
額
・
補
助
限
度
額

１
人
に
つ
き
年
間
60
万
円

　

交
付
年
数　

１
年　

②
配
置
転
換
の
補
助
金
額
・
補
助
限
度
額

　

１
人
に
つ
き
年
間
１
０
０
万
円　

　

交
付
年
数　

１
年

申
請
方
法　

事
業
実
施
計
画
承
認
申
請
書

に
次
の
書
類
を
添
付
し
、
受
付
期
間
内
に

商
工
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類　

事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
計

画
書
・
雇
用
計
画
書
・
経
営
計
画
書
・
資

金
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
・
定
款
・
履

歴
事
項
部
証
明
書
・
決
算
書（
写
）・
納
税

証
明
書
・
許
認
可
関
係
書
類（
写
）・
図
面

お
よ
び
見
積
書
・
そ
の
他
事
業
内
容
の
説

明
資
料
な
ど

※ 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
下
旬

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
さ
れ
る

募
集
要
領
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

商
工
課　

☎ 
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地
域
を
活
性
化
す
る
新
た
な
起
業
に
伴

う
設
備
投
資
等
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　　

市
内
で
新
た
に
事
業
を
起
こ
す
起
業
家

（
個
人
も
含
む
）の
皆
さ
ん
が
事
業
所
の
新

築
、
改
修
、
起
業
に
必
要
な
備
品
購
入
、

事
業
所
の
賃
借
等
に
係
る
経
費
に
対
し
て

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　

起
業（
※
）す
る
方
又
は
起
業
の
日
か
ら

３
年
を
経
過
し
な
い
方
で
す
。

※ 

起
業
と
は
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

① 
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
が
所
得
税

法
第
２
２
９
条
の
開
業
届
を
提
出
し
事

業
を
行
う
も
の

② 

事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
が
法
人
を

設
立
し
事
業
を
行
う
も
の

③ 

市
外
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
個
人
又
は

起
業
家
支
援
事
業

法
人
が
市
内
に
事
業
所
を
移
転
し
事
業

を
行
う
も
の

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

・
事
業
所
の
新
築
、
改
築
に
か
か
る
経
費

・ 

事
業
所
等
の
開
設
に
係
る
設
備
・
備
品

購
入
費
等（
消
耗
品
費
及
び
税
の
性
質
を

有
す
る
も
の
を
除
く
。）

・
事
業
所
等
の
賃
借
料（
駐
車
場
代
含
む
。）

補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内
の
額（
補
助

対
象
経
費
が
20
万
円
以
上（
補
助
金
６
万
円

以
上
）の
事
業
が
該
当
）

補
助
額

① 

子
育
て
世
帯（
申
請
時
に
お
い
て
15
歳
以

下
の
者
を
扶
養
し
て
い
る
者
）ま
た
は
若

年
者（
39
歳
以
下
）上
限
は
60
万
円

② 

転
入
す
る
子
育
て
世
帯（
安
房
郡
市
外
に

引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
者

に
限
る
）上
限
は
１
０
０
万
円

③
そ
の
他　

上
限
は
30
万
円

※ 

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
掲
載
す
る
募
集
要
領
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

商
工
課　

☎ 

33
―
１
０
９
２
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中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
補
助
金

　

市
内
の
中
小
企
業
者
が
技
術
力
や
経
営

力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
研
修
受
講
や
資

格
取
得
の
た
め
の
検
定
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

市
内
の
中
小
企
業
で
次
の

全
て
の
条
件
を
満
た
す
も
の

・ 

日
本
産
業
分
類
の
う
ち
建
設
業
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
市
が
指
定
す
る

業
種
で
あ
る
こ
と

・ 

市
内
で
継
続
し
て
１
年
以
上
事
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と

・ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費　

　

人
材
育
成
事
業
計
画
に
基
づ
き
補
助
対

象
者
が
費
用
負
担
す
る
研
修
の
受
講
料
、

資
格
取
得
の
た
め
の
検
定
料

※ 

研
修
受
講
に
伴
う
交
通
費
・
宿
泊
費
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
率
及
び
補
助
金
額

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
。
１
事
業
者
あ
た
り
１
年
度
20
万
円

ま
で

IT
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
就
職
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
を
応
援
す
る
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
や
IT
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
関

す
る
資
格
の
取
得
を
目
的
と
し
た
研
修
、

講
座
の
受
講
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

満
15
歳
以
上
50
歳
未
満
で
、
今
後
も
引

き
続
き
市
内
に
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・ 

就
労
希
望
者
又
は
非
正
規
労
働
者（
学
生

を
除
く
）

・ 

個
人
事
業
者（
た
だ
し
、
所
得
税
法
２
２

　

 

９
条
の
開
業
届
を
提
出
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。）

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　

パ
ソ
コ
ン
や
IT
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
資
格

取
得
の
た
め
の
研
修
、
講
座
の
受
講
等
の

経
費

補
助
率
及
び
補
助
金
額

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
の
額
で
上
限
は
10
万
円

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
資
金

　

起
業
、
就
職
を
目
指
す
方
が
、
技
術
や

知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
に
就
学
す
る
場

合
や
国
家
資
格
取
得
の
た
め
の
教
育
を
受

け
る
場
合
に
奨
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
で
す
。

・ 

市
民
及
び
市
民
の
子
ま
た
は
兄
弟
姉
妹

・ 

貸
付
日
に
お
い
て
30
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方（
た
だ
し
、
雇
用
主
の
都
合
に
よ
り

解
雇
さ
れ
た
方
、
児
童
扶
養
手
当
第
４

条
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

・ 

将
来
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
就

職
し
、
ま
た
は
起
業
す
る
方

・ 

大
学
等
に
在
学
す
る
方
ま
た
は
国
家
資

格（
自
動
車
運
転
免
許
を
除
く
）取
得
に

必
要
な
教
育
を
受
け
る
方

貸
付
額
及
び
貸
付
期
間

　

月
額
６
万
円
以
内
。
最
短
３
ヶ
月
か
ら

最
長
３
年
ま
で

返
還
の
期
間

　

貸
付
期
間
の
倍
の
期
間
ま
で

企
業
の
人
材
育
成
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
応
援
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
や
IT
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
応
援
し
ま
す

起
業
、
再
就
職
の
た
め
の

「
ま
な
び
」を
応
援
し
ま
す

返
還
が
免
除
に
な
る
場
合

・ 

全
額　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

市
内
で
起
業
し
、
継
続
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
た
期
間
が
１
年
に
達
し
た
と
き

・ 

半
額　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

就
業
し
、
継
続
し
て
就
業
し
た
期
間
が

貸
付
期
間
に
達
し
た
と
き

連
帯
保
証
人

　

１
名

　

商
工
課　

☎
33
―
１
０
９
２

東日本大震災義援金の報告
　市民の皆さんから市民課及び各地域センター窓口と募金箱
に東日本大震災義援金として、平成27年度分９５，７８４円を
お寄せいただきました。温かいご支援、ご協力ありがとうご
ざいました。
　皆さんからお寄せいただきました義援金は、日本赤十字社
千葉県支部を通じて、岩手県、宮城県、福島県、茨城県の４
県の被災者の皆さまにお届けします。
　皆さまの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、今後と
も引き続き、ご協力をよろしくお願いいたします。
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・ 

脳
ド
ッ
ク
の
み
受
診
す
る
場
合
は
、
市
が

実
施
す
る
特
定
健
診
ま
た
は
、
そ
れ
に

相
当
す
る
検
査
を
受
診
し
、
検
査
結
果

連
絡
票
に
て
報
告
す
る
こ
と
が
助
成
の

条
件
で
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

注
意
事
項

・ 

脳
ド
ッ
ク
の
み
受
診
す
る
場
合
は
、
市
が

実
施
す
る
後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
集
団

健
診
ま
た
は
施
設
健
診
）を
受
診
す
る
こ

と
が
助
成
の
条
件
で
す
。

そ
の
他

・ 

市
で
は
、
特
定
健
康
診
査
と
し
て
、
集

団
健
診
・
施
設
健
診
を
実
施
し
、
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
と
し
て
集
団
健
診
・

施
設
健
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ひ

と
り
あ
た
り
の
年
度
内
の
受
診
す
る
機

会
は
一
度
だ
け
で
、
集
団
健
診
・
施
設
健

診
・
人
間
ド
ッ
ク
・
検
査
結
果
連
絡
票
の

　

ご
本
人
が
、
希
望
す
る
検
査
医
療
機
関

に
予
約
し
、
検
査
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い（
ド
ッ
ク
受
診
後
の
申

請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。
助
成
額

は
、
検
査
費
用
の
７
割
で
す
が
、
上
限
は

５
万
円
で
す
。
ド
ッ
ク
受
診
後
に
領
収
書
、

検
査
結
果
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
ド
ッ
ク
の
申
請
お
よ
び
報

告
書
な
ど
の
提
出
は
、
保
険
年
金
課
、
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

南
房
総
市
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以
上

継
続
し
て
加
入
し
て
い
る
35
歳
以
上
の
人

で
、
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が

な
い
人

注
意
事
項　

・ 

特
定
健
康
診
査
項
目
は
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
検
査
内
容
に
不
足
が
あ
る

と
、
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た

場
合
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

短
期
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

平
成
26
年
度
の
特
定
健
康
診
査
受
診
率

は
、
40
・
６
％
で
し
た
。

　

 

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
よ
り
、

平
成
29
年
度
に
は
受
診
率
が
60
％
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
医
療
機
関
で
治
療
さ
れ
て
い
る
人

で
も
病
院
で
検
査
さ
れ
て
い
る
血
液
デ
ー

タ
な
ど（
特
定
健
康
診
査
項
目
）を
検
査
結

果
連
絡
票
に
て
市
へ
報
告
し
て
頂
く
こ
と

に
よ
り
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
こ

と
同
等
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

保
険
年
金
課　

☎
33
―
１
０
６
０

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
短
期
人

間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の

短
期
人
間
ド
ッ
ク

ワ
カ
メ
の
収
穫
体
験

緑
色
じ
ゃ
な
い
の
？

　

２
月
26
日（
金
）、
白
浜
小
学
校
の

５
年
生
と
白
浜
幼
稚
園
児
が
、
白
浜

町
海
女
連
絡
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、

ワ
カ
メ
収
穫
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

昨
年
12
月
に
種
付
け
た
５
㎝
ほ
ど
の

種
糸
が
、
自
分
た
ち
の
背
丈
ほ
ど
に

育
っ
た
ワ
カ
メ
に
大
喜
び
し
な
が
ら

も
、
見
慣
れ
な
い
茶
色
の
ワ
カ
メ
に
困

惑
し
た
様
子
に
、
漁
師
さ
ん
か
ら「
茹

で
る
と
緑
色
に
変
わ
る
ん
だ
よ
」教
わ

る
と
、
興
味
津
々
な
子
ど
も
た
ち
。

　
「
早
く
作
っ
て
食
べ
た
い
」と
、
楽
し

み
に
自
宅
へ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
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　平成28年４月１日から医療機関の外来の機能分化を進める

ため、紹介状なしで高度医療を提供する特定機能病院などの

大病院を受診した場合、初診時で5,000円以上、再診時で

2,500円以上の別途負担が義務付けられることになりました。

　また、大病院が他の医療機関へ文書で紹介したにも関わら

ず大病院を再受診した場合、定額の別途負担が求められます。

　高度医療を行う大病院本来の機能を妨げないためにも安易

にすぐ大病院を受診するのではなく、身近にかかりつけの医療機関をもち、必要に応じて大病院を受診

する場合は紹介状をもらってから受診しましょう。

　保険年金課　☎３３－１０６０

　病気やけがなどで入院したときに、入院時食事療
養費の一部負担として支払う標準負担額が変わりま
した。入院と在宅療養の負担の公平性を図るための
改正で、住民税課税世帯の人の食事代が１食あたり
260円から360円に変更されました。これは、従来の
食材費相当額に調理費相当額が加えられたもので
す。
　ただし、住民税非課税世帯の人については変更あ
りません。
　また、難病や小児慢性特定疾病、平成28年４月１
日時点ですでに１年を超えて精神病床に入院してい
る患者の標準負担額も260円に据え置かれます。

紹介状なしで大病院を受診した場合
別途負担が義務化となりました

食材費に調理費が加えられることになりました

一般所得 (住民税課税世帯 ) 　　　　　　　　　　　　　　　　　260 円　⇒　360 円

●住民税非課税世帯 90 日までの入院 210 円

●低所得者Ⅱ 過去 12 か月で 90 日を超える入院 160 円

　低所得者Ⅰ 100 円

　保険年金課　☎３３－１０６０

入院時食事代の標準負担額（１食あたり）

入院時食事療養費とは？
　国保では、入院した場合に診療など
の給付とは別に食事の給付も受けられ
ます。これを「入院時食事療養費」とい
い、患者は一部負担として定額の標準
負担額を支払います。
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消費生活相談窓口
　市消費生活相談　 ４３００
　10:00～ 15:00
　＊ 来所による相談を週２回、受け付けています。
詳しくは、広報お知らせ版をご覧ください。

　 　 　商工課　 １０９２

　県消費者センター ０４７－４３４－０９９９
　 9:00～ 16:30
　＊ 日曜・祝祭日を除く。

　
「
口
約
束
で
も
契
約
は
成
立
す
る
」と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
契
約
が
成
立
す
る

た
め
に
は
必
ず
し
も
契
約
書
が
作
成
さ
れ
る

必
要
は
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
正
し
い
指

摘
で
す
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
業
者
の
勧
誘

を
受
け
て
い
る
会
話
の
中
で
消
費
者
が「
は

い
」と
返
事
を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
契
約

が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

契
約
は
、
内
容
が
十
分
明
確
に
さ
れ
た

「
申
込
み
」と「
承
諾
」の
意
思
表
示
が
、
あ

た
か
も
鏡
に
映
し
た
よ
う
に
一
致
す
る
こ
と

で
成
立
す
る
、
と
い
う
の
が
原
則
で
す
。
契

約
書
の
無
い
口
約
束
で
あ
っ
て
も
こ
れ
は
同

様
で
す
。
と
す
る
と
契
約
の
内
容
が
複
雑
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
申
込
み
と
こ
れ
に
対
す

る
承
諾
が
完
全
に
一
致
し
た
こ
と
を
認
定
す

る
こ
と
は
、
難
し
い
判
断
と
な
り
う
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
部
の
強
引
な
業
者
が「
は
い
、
と
返
事

を
し
た
の
だ
か
ら
契
約
が
成
立
し
た
」と
し

て
契
約
料
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は「
そ
も
そ
も
契
約

は
成
立
し
て
い
な
い
」と
し
て
反
論
す
る
余

「
口
約
束
」で
契
約
が
成
立
？

消
費
相
談
窓
口
か
ら

　日本では４月は新しい学年と就職があるので新たな始まりの季節だといわれています。アメリカでは新たな始まりという季節は一年間の間に散らばっています。
１月は生活を見直した様々な変化をする時期として考えられています。また、長くて寒い冬が終わり花が咲き始める春もなんとなく新しい始まりを感じます。アメ
リカでは、日本で新年を迎える大掃除と同じように春に大掃除をします。したがって、日本に比べたら、アメリカの春はそんなに新たな始まりの季節にならないと
思います。アメリカでは学年が６月頃に終わるので４月では学生はまだ忙しいです。そして２ヶ月夏休みを過ごして新しい学年は８月から始まります。アメリカの
長い夏休みは新しい学年へのインパクトを弱めると思います。お別れと卒業式の感動が終わって、２ヶ月の間に休んで、新しい学年の準備ができるからです。
　ある点では、日本の新たな始まりの季節がいいと思います。特に就職活動はその点の一つです。アメリカの就職活動は日本と異なり、アメリカの大学生は自分
で非常に競争が高い環境で仕事を見つけなければなりません。アメリカでは一人で仕事を探して面接をしてから、一人で会社に入る場合も多いので、大人にな
るのは少し寂しい作業だと思います。もちろん、日本もアメリカもそれぞれのメリットとデメリットがありますが、日本の大学生が一緒に就職活動することが少し
励みになるのだと思います。
　春は私の好きな季節です。気温が温かくなって、日照が長くなって、世界が生き返った気がします。それに日本での新たな始まりの気持ちのおかげでますます
素晴らしい季節になると思います。

In Japan, April is a time for new beginnings, with the start of the new school year and young people starting new jobs. In 
America, the feeling of new beginnings is a lot more scattered across the course of the year. Naturally, the beginning of the 
New Year in January is considered a time for people to reconsider their lifestyles and make major changes. On the other hand, 
springtime can also feel new, as the flowers bloom and the world awakes from the long winter. Many people clean their houses 
in the spring, similar to New Year’s osouji in Japan. But I think the feeling of new beginnings in spring is a lot less strong than 
it is in Japan. The school year does not end until June, so students are still busy with their studies. Furthermore, American 
children have a very long summer break lasting two to three months, with the new school year beginning in August. I think 
this long break actually makes the transition into the new school year less exciting. The emotional highs of goodbyes and 
graduations are over, and the children have months to rest and prepare for the new school year. 
In some ways, I think the season of new beginnings in Japan is nice, especially when it comes to those leaving school and going 
into the job force. America does not have anything like Japanese job-hunting, and instead college students are left on their own 
to find a job, often in an extremely competitive environment. In America, becoming an adult can be a very solitary activity, as you 
must find, apply and interview for a job alone, and once you find a job, in many cases you may be the only new young person in 
your company, depending on your situation. Obviously there are positive and negative aspects to both systems, but I think there 
is some comfort to be had in the fact that in Japan, young people go through the process of job hunting together. 
Spring is my favorite time of year. The weather gets warmer and the days get longer and the world starts to feel more alive. The 
excitement of new beginnings in Japan only makes it even better!

地
が
十
分
に
あ
り
う
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

契
約
の
成
立
は
、
単
に「
言
葉
じ
り
」だ
け
に

よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で

す
。

に ⑧ 南房総市国際交流員
文・訳　アンナ・ローチ・ハウェル

お
電
話

く
だ
さ
い

新たな始まり

New Beginnings
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有料広告 有料広告

今月の掲示板

　

市
の
建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
物
品
の
購
入
、
業
務
委
託
な

ど
の
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、「
南

房
総
市
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」に
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
、

建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
新
た
に
希
望
業
種
を
追
加
す
る
場
合

は
、
随
時
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

  

平
成
28
・
29
年
度

　　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
随
時
申
請
）に
つ
い
て

申
請
方
法

　
「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」か
ら
電

子
申
請
を
行
い
、
添
付
書
類
を
添
え
て

申
請
書
を
千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運

営
協
議
会
の
共
同
受
付
窓
口
へ
郵
送
し

ま
す
。

　

申
請
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ち

ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
疑
問
点
や
質
問
に
つ
い
て
は
、
管

財
契
約
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

書
類
提
出
先　

共
同
受
付
窓
口 

〒
２
６
０
―
０
８
５
５

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１
号

千
葉
県
庁
南
庁
舎
２
階

千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協

議
会

名
簿
有
効
期
間

名
簿
登
載
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で　

　

管
財
契
約
課

　
　

☎
33
―
１
０
２
２

申請受付期間 名簿登載予定日
平成 28 年 4月 18 日から
　　　　　5月 13 日まで 平成 28 年 7月 1日

平成 28 年 5月 16 日から
　　　　　6月 15 日まで 平成 28 年 8月 1日

平成 28 年 6月 16 日から
　　　　　7月 15 日まで 平成 28 年 9月 1日

平成 28 年 7月 19 日から
　　　　　8月 15 日まで 平成 28 年 10 月 1日

平成 28 年 8月 16 日から
　　　　　9月 15 日まで 平成 28 年 11 月 1日

平成 28 年 9月 16 日から
　　　　　10 月 14 日まで 平成 28 年 12 月 1日

平成 28 年 10 月 17 日から
　　　　　11 月 15 日まで 平成 29 年 1月 1日

平成 28 年 11 月 16 日から
　　　　　12 月 15 日まで 平成 29 年 2月 1日

平成 28 年 12 月 16 日から
平成 29 年　1 月 13 日まで 平成 29 年 3月 1日

平成 29 年　1 月 16 日から
　　　　　2月 15 日まで 平成 29 年 4月 1日

平成 29 年　2 月 16 日から
　　　　　3月 15 日まで 平成 29 年 5月 1日

平成 29 年　3 月 16 日から
　　　　　3月 31 日まで 平成 29 年 6月 1日

申請受付期間

有料広告
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原
岡
の
長
泉
寺
に
、
開
運
出
世
、
家
運
隆
昌
、
五
穀
豊
穣
、
大
漁

満
足
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
木
彫
り
の
大
黒
天
像
が
祀
ら
れ
、
正
月
の

縁
日
に
は
善
男
善
女
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

こ
の
像
は
元
亀
四
年（
一
五
七
三
）深
名
村
平
兵
衛
の
娘
が
、
里
見

家
乳
母
の
役
目
を
終
え
て
下
が
る
と
き
、
岡
本
城
主
・
義
頼
の
奥
方

か
ら
知
行
寄
進
状
と
い
っ
し
ょ
に
拝
領
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

知
行
寄
進
状
は
、
お
ち（
乳
母
）へ
の
手
紙
と
し
て
知
ら
れ
、

　
「
ふ
か
な
に
て
、
て
ん
ち
三
く
わ
ん
め
、
ま
い
ら
せ
候
。（
深
名
に

あ
る
田
地
三
貫
目
を
あ
げ
ま
す
）」と
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

貫
と
は
、
そ
の
頃
の
知
行
高
を
表
わ
す
単
位
で
す
が
、
拝
領
し
た

田
地
は
今
も
深
名
に
長
泉
寺
田
と
呼
ば
れ
て
残
こ
り
、
三
反（
約

三
十
ア
ー
ル
）ぐ
ら
い
の
米
の
よ
く

と
れ
る
上
質
田
で
す
。

　

大
黒
天
像
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

寄
進
状
に
な
に
も
書
い
て
は
な
い
の

で
す
が
、
文
面
の
最
後
に
押
さ
れ
て

い
る
朱
印
が
、
大
黒
天
の
像
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
言
い
伝
え
通
り
里
見

家
か
ら
拝
領
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

第 120 話
生稲謹爾

「里見大黒天」

3月25日（金）に実施されました
● 平成２８年度　市の行政組織機構
●  平成２８年４月１日付の職員人事異動内示
● 白浜コミュニティセンター完成
●  富浦幼保一体化施設建設工事竣工式
●  給食費・保育料の収納状況について

　3月定例記者会見

資料は、市のホームページでご覧いただけます。
検索南房総市／定例記者会見

クリック

　米（主食用米）の消費減
少や過剰作付けなどが、
米価下落の要因となりま
す。
　飼料用米に取り組むこ
とで、主食用米の需給改
善を図り、安定収入を確保しましょう。
◆飼料用米取組のメリット
① 飼料工場や畜産農家など、大きな需要があります。
② 水はけの悪い湿田でも、作れます。
③ 既存の機械や施設をそのまま使えます。
④  国や県の支援策が受けられ、安定した収入が確保で
きます。
⑤ 主食用の品種でも、飼料用米に取り組めます。

　農林水産課　☎３３－１０７１
　　または、県庁生産振興課
　　☎０４３－２２３－２９８０

　総務省統計局と千葉県では、毎月、労働力調査
を実施しています。
　この調査は、国の経済政策や雇用対策などの基
礎資料を得ることを目的とした重要な調査で、総
務省が公表している「完全失業率」は、この調査を
もとに発表されています。
　対象となった世帯には、県から任命された調査
員が伺います。個人情報は守られますので、協力
をお願いします。
　調査員は千葉県知事発行の調査員証を携帯して
います。
調査対象　白浜地区（乙浜）の一部の世帯
調査期間　平成28年５月から平成28年９月まで　
　県総合企画部統計課

　　☎０４３―２２３―２２２０

　飼料用米で安定収入を！
　労働力調査へのご回答をお願いします

・ホームページアドレス　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

南房総市の情報はこちらから
南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※
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広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号

平
成
28
年
４
月
14
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 
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広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

薬剤師…1名薬剤師…1名

　

か
つ
て
の
千
倉
漁
港
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催
の「
第
１
回
千
倉
港
物
産

市
・
う
ま
い
も
ん
市
」が
平
成
23
年
に
開
催
さ
れ
、
主
旨

に
賛
同
し
出
店
し
た
商
店
、
水
産
業
者
、
農
家
等
の
皆

さ
ん
に
よ
る
朝
市
の
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
組
み
立
て
式
テ
ン
ト
の
売
店
で
、
準
備
や

か
た
づ
け
に
も
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
安
房
漁
業

協
同
組
合
の
協
力
も
得
て
、
休
漁
日
の
第
１
日
曜
日
や

第
３
日
曜
日
に
荷
捌
き
場
を
利
用
し
て
開
催
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
の
１
月
か
ら
３
月
は
、
第
１
日
曜
日
や
第

３
日
曜
日
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
以
降
は

毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

採
れ
た
て
の
海
産
物
や
加
工
品
、
野
菜
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
あ
わ
び
、
さ
ざ
え
、
伊
勢
海
老
、
ほ
た
て
、

魚
等
の
ひ
ら
き
を
買
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
舌
つ
づ
み
も
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

観
光
客
の
誘
致
に
も
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
、
地
元

住
民
の
方
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
訪
れ
る
人
達
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

会
員
が
早
め
の
準
備
・
か
た
づ
け
に
積
極
的
で
あ
り
、

漁
村
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
を
朝
市
の
為
に
解
放
し
て
い

ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
会
員
が
班
編
成
を
組
み
、
開
け
閉

め
や
清
掃
の
自
主
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ま
で

　

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会『
き
ず
な
』事
務
局
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市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
千
倉
港
朝
市
の
会
〜

　
　
　

代
表　

渡
辺　

富
夫

　
　
　

会
員　

24
人

みんなで記念撮影

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課　
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南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/


